
会
長
講
演

一
九
八
五
年
か
ら
一
九
八
七
年
に
わ
た
り
、
宗
田
一
、
長
門
谷
洋
治
、
石
田
純
郎
ら
と
共
同
の
「
医
学
近
代
化
と
外
人
た
ち
」
（
『
臨
床
科

学
』
一
二
巻
四
号
’
二
三
巻
八
号
）
の
企
画
に
よ
っ
て
二
十
四
回
に
わ
た
り
日
本
医
史
学
会
会
員
各
位
の
ご
協
力
を
得
て
、
主
な
る
来
日
外
国

人
医
師
た
ち
が
、
日
本
の
医
学
の
近
代
化
に
ど
の
よ
う
な
貢
献
を
し
て
き
た
か
の
概
略
を
世
に
示
す
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
際
、
宗
田
、
長
門
谷
、
石
田
お
よ
び
演
者
が
調
査
し
得
た
来
日
外
国
人
医
師
お
よ
び
医
学
、
薬
学
、
看
護
お
よ
び
周
辺
科
学
関
係
で
リ

ス
ト
ア
ッ
プ
で
き
た
人
物
は
約
二
一
三
名
に
達
し
た
。

そ
の
リ
ス
ト
は
『
臨
床
科
学
』
第
二
三
巻
七
号
、
九
一
九
’
九
二
三
頁
、
八
号
一
○
四
五
’
一
○
五
○
頁
、
（
一
九
八
七
年
）
に
ま
と
め
ら

し
か
し
、
こ
れ
と
て
も
全
て
の
来
日
外
国
人
医
師
を
完
全
に
リ
ス
ト
ァ
ッ
。
う
で
き
た
わ
け
で
は
な
く
、
今
後
と
も
こ
の
作
業
は
継
続
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
、
そ
の
正
確
度
を
期
す
必
要
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
外
国
人
医
学
関
係
者
た
ち
の
著
作
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
執
筆
担
当
者
が
紹
介
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
そ
れ
は
全
て
で
は
な

い
。
こ
れ
ら
来
日
外
国
人
医
学
関
係
者
達
の
書
簡
、
研
究
論
文
の
原
稿
、
メ
モ
の
類
に
至
っ
て
は
こ
れ
を
全
て
集
録
す
る
こ
と
は
不
可
能
に
ち

れ
て
い
る
。

幕
末
明
治
期
来
日
外
国
人
医
師
の
著
作
お
よ
び
論
文

ｌ
と
く
に
そ
の
仮
目
録
編
集
に
つ
い
て
Ｉ

蒲
原
宏

（3）３



1

か
い
。
し
か
し
、
著
作
と
し
て
単
行
書
ま
た
は
共
同
執
筆
の
形
で
出
版
さ
れ
た
も
の
、
お
よ
び
学
会
雑
誌
な
い
し
一
般
の
定
期
刊
行
物
と
し
て

活
字
化
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
利
用
し
や
す
い
形
で
系
統
的
に
整
理
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
各
個
人
の
業
績
を
評
価
す
る
さ
い

に
、
原
著
の
入
手
の
鍵
と
な
る
べ
き
も
の
が
必
要
で
あ
る
。

古
く
は
国
〕
ぐ
。
ｐ
葛
①
口
。
胃
の
目
の
国
臣
ｏ
喝
§
ご
ｇ
号
⑦
憲
冒
国
⑦
函
の
国
員
営
獄
の
、
呼
旨
、
画
Ｑ
画
邑
８
］
属
胃
昌
邑
胃
○
厨
》
闇
“
遭
い

四
目
Ｑ
冨
四
冨
旨
国
巨
８
胃
四
目
Ｆ
四
目
函
員
侭
⑦
〉
Ｈ
①
］
昌
冒
ｍ
８
ｂ
少
胃
ｚ
胃
国
○
ｚ
も
巨
匡
声
吾
＆
旨
両
目
８
も
①
〉
シ
日
ｇ
】
○
四
四
口
Ｑ
甘
国
ｐ
韓
坤
○
日
届
ｇ
ｌ

麗
鈩
・
口
・
》
国
．
］
・
厚
崖
．
Ｆ
①
箆
①
ロ
》
扇
鵠
に
よ
っ
て
そ
の
一
部
は
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

し
か
し
こ
れ
に
よ
っ
て
も
、
医
学
関
係
の
よ
り
詳
し
い
印
刷
物
は
な
か
な
か
知
る
こ
と
が
難
し
い
。

Ｆ
①
ｏ
ロ
雨
四
ｍ
①
晩
の
閏
ぎ
屋
○
ぬ
吋
騨
も
厩
①
急
も
○
昌
四
届
①
○
ロ
。
回
国
畠
○
ぬ
色
⑦
ｑ
①
唾
○
回
ぐ
崗
國
函
⑦
、
月
冨
計
骨
諒
四
目
】
四
℃
○
国
色
Ｅ
Ｃ
貝
確
威
己
巨
匡
』
綴
Ｑ
①
固
昌
い
］
①

弓
、
鄙
昌
①
旨
遇
巨
邸
旨
○
い
」
○
目
、
．
弔
画
易
）
国
①
且
騨
冒
宮
口
員
も
色
員
昼
胃
凰
門
①
号
尾
甘
昌
日
舜
冒
名
①
『
厨
』
号
厚
色
目
ｏ
①
の
庁
号
ぬ
ぎ
ｏ
尉
尿
、
雷
冒
苧

、

骨
の
堕
号
闘
爵
）
§
且
周
①
唖
・
冨
且
目
”
）
９
｝
ｏ
昌
国
・
○
冒
昌
‐
冨
掛
①
計
ｚ
の
乏
国
８
ぐ
３
（
国
胃
”
‐
ご
昌
旦
渉
日
⑦
且
巨
の
）
》
届
＄
な
ど
も
あ
る
が
こ
れ

は
医
学
関
係
の
記
述
は
少
な
い
。
今
ま
で
の
来
日
外
国
人
医
師
の
業
績
に
つ
い
て
の
研
究
と
そ
の
評
価
は
あ
る
特
定
の
人
物
、
例
え
ば
シ
ー
ポ

ル
ト
、
、
ヘ
ル
ツ
な
ど
に
つ
い
て
は
詳
細
を
極
め
て
い
る
が
、
そ
の
他
の
人
物
に
つ
い
て
は
粗
で
あ
り
す
ぎ
、
そ
の
た
め
に
意
外
に
評
価
が
低
す

ぎ
て
い
る
よ
う
な
こ
と
も
稀
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

第
一
次
の
調
査
と
し
て
、
昭
和
六
十
二
年
ま
で
に
判
明
し
た
前
記
一
二
三
名
の
医
師
お
よ
び
医
療
関
係
者
の
著
作
し
、
出
版
し
た
単
行
害
お

よ
び
印
刷
に
付
さ
れ
た
論
文
に
つ
い
て
（
医
学
お
よ
び
薬
学
、
自
然
科
学
の
桑
な
ら
ず
、
旅
行
記
、
人
文
科
学
、
文
芸
作
品
を
含
め
た
も
の
）

蒐
集
し
、
各
個
人
別
に
分
類
整
理
を
行
っ
た
。
単
行
書
お
よ
び
発
表
論
文
は
、
で
き
る
だ
け
原
著
を
直
接
閲
覧
ま
た
は
コ
ピ
ー
、
複
製
な
ど
に

よ
っ
て
照
合
し
た
の
で
あ
る
が
、
全
文
献
に
及
ぶ
こ
と
は
甚
だ
困
難
で
あ
っ
た
。

未
見
の
も
の
に
つ
い
て
は
今
後
で
き
る
だ
け
直
接
閲
覧
、
蒐
集
す
る
努
力
を
し
た
い
が
、
年
を
追
っ
て
逐
次
増
加
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
の
で
、
内
外
公
私
立
図
書
館
お
よ
び
個
人
所
蔵
の
方
々
に
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
た
い
。
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今
回
の
う
ち
、
ア
ジ
ア
、
中
東
関
係
お
よ
び
漢
字
語
圏
の
国
々
の
も
の
は
一
応
除
外
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
系
の
文
献
を
主
と
し
て

整
理
を
行
っ
た
。
十
九
世
紀
後
半
お
よ
び
二
十
世
紀
前
半
の
日
本
の
近
代
医
学
の
発
展
に
貢
献
し
た
、
外
国
人
た
ち
の
第
二
次
資
料
で
あ
る
こ

れ
ら
の
単
行
害
、
論
文
も
現
在
で
は
そ
の
所
在
の
不
明
確
さ
、
入
手
閲
読
の
困
難
さ
に
よ
っ
て
、
若
い
研
究
者
の
研
究
意
欲
が
萎
縮
し
な
い
た

め
に
、
お
よ
び
無
駄
に
ち
か
い
労
力
の
省
力
の
た
め
に
と
考
え
、
仮
目
録
の
製
作
に
手
を
つ
け
、
現
在
ま
で
の
大
要
を
報
告
し
、
日
欧
、
日
米

間
医
療
関
係
史
の
研
究
に
い
さ
さ
か
な
り
と
も
役
立
て
ば
幸
い
と
考
え
る
。
追
年
の
作
業
継
続
に
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
た
い
。
な
お
合
せ
て

学
会
レ
ベ
ル
、
あ
る
い
は
研
究
グ
ル
ー
プ
レ
。
ヘ
ル
の
仕
事
と
し
て
成
長
、
継
続
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
次
第
で
あ
る
。

（
県
立
ガ
ン
セ
ン
タ
ー
新
潟
病
院
整
形
外
科
）
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